
為替週間展望＝ドル円は直近の安値圏でのもみ合いか

　　　　　　　　　　［７月２９日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    7 月 22 日～ 7 月 26 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  157.40   157.61(22)    151.94(25)    153.62   -3.86

ユーロ・ドル  1.0884   1.0903(22)    1.0826(24)    1.0852   -0.0030

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    37,667.41    -2396.38     日本10年債利回り   1.064   +0.020

ダウ平均株価    39,935.07     -352.46     米10年債利回り     4.241   +0.002

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

３０日　日本６月雇用統計、日本６月有効求人倍率

　　　　豪６月住宅建設許可件数

　　　　スイス７月ＫＯＦ先行指数

　　　　独第２四半期ＧＤＰ速報値

　　　　ユーロ圏第２四半期ＧＤＰ速報値

　　　　独７月消費者物価指数速報値

　　　　米５月住宅価格指数、米５月Ｓ＆Ｐケースシラー住宅価格指数

　　　　米７月消費者信頼感指数、米月雇用動態調査（ＪＯＬＴＳ）求人件数

３１日　日本６月小売業販売額、日本６月鉱工業生産指数

　　　　中国７月製造業ＰＭＩ、中国７月サービス業ＰＭＩ

　　　　豪６月小売売上高、豪６月消費者物価指数、豪第２四半期消費者物価指数

　　　　日銀金融政策決定会合（３０－３１日）金融政策発表

　　　　植田日銀総裁記者会見

　　　　独７月雇用統計

　　　　ユーロ圏７月消費者物価指数速報値

　　　　為替介入実績を公表（財務省、６－７月分）

　　　　米７月ＡＤＰ雇用統計

　　　　米第２四半期雇用コスト指数

　　　　カナダ５月ＧＤＰ

　　　　米７月シカゴ購買部協会景気指数

　　　　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ、３０－３１日）政策金利発表

　　　　パウエルＦＲＢ議長記者会見

１日　　豪６月貿易収支

　　　　中国７月財新製造業ＰＭＩ

　　　　独７月製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏７月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　英７月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　ユーロ圏６月雇用統計

　　　　英中銀（ＢＯＥ）政策金利

　　　　米新規失業保険申請件数、米第２四半期非農業部門労働生産性指数

　　　　米７月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　米７月ＩＳＭ製造業景況指数、米６月建設支出

２日　　豪第２四半期生産者物価指数

　　　　スイス７月消費者物価指数

　　　　米７月雇用統計

　　　　米６月製造業受注
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【前回のレビュー】ドル円は１５５円接近では底堅い動きを見せるとみられる。一方

で、１５９円接近では介入が警戒されて上値を抑えられやすい展開となりそうだ。こう

した中、ドル円は１５５－１５９円のレンジで方向性を探る展開となりそうとした。

　　　　

【ドル円は高値から大きく値を崩し、下げが一服】

　円高進行が続いて、ドル円は２２日の１５７円台半ばから、２５日に一時１５１円台

後半まで下落した。７月３０－３１日の日銀金融政策決定会合で、日銀が国債買い入れ

減額だけでなく、利上げも行うとの見方が広がり、円買いの動きが広がった。日経平均

や米国株もこのところは下落を続けており、リスク回避の円高に傾いたことも円高の一

因となっている。ドル円もクロス円も幅広く円売りの動きが広がっていたものの、日銀

金融政策決定会合を控えて円売りの巻き戻しの動きが広がっている。

　　

　先日の河野デジタル相が日銀に利上げを求めたとの報道（河野氏はのちに否定）に加

えて、２２日に自民党の茂木幹事長が過度な円安は日本経済にとってマイナスなのは明

らかだとして、「段階的な利上げの検討も含めて金融政策を正常化する方針をもっと明

確に打ち出す必要がある」と述べた。この発言を受けて、日銀が７月に国債買い入れ減

額と追加利上げを同時に実施するとの見方が広がった。

　　

　茂木幹事長は２４日にも「日本経済の再生によってまずは強い日本を作る。それによ

って強くて安定した円を作っていくということが必要だ」と述べている。

　　

　ドル円だけでなくクロス円も２５日にかけて急落した。ユーロ円は１１日の１７５円

台半ばから１６４円台後半まで、ポンド円は１１日の２０８円台前半から１９５円台後

半まで、豪ドル円は１１日の１０９円台前半から９９円台前半まで、いずれも暴落と言

えるほどの下げを見せている。

　　

　もっとも２５日の米第２四半期実質ＧＤＰ速報値が市場予想を上回ったことで、ドル

買いの動きにつながった。ドル円が下げ渋りを見せると、クロス円も下げ一服となって

いる。ドル円は一時１５４円台前半まで戻りを見せた。

　　

　２９日の週は重要イベントや注目度の高い経済指標の発表が相次ぐ。３１日に日銀金

融政策決定会合（３０－３１日）金融政策発表、植田日銀総裁記者会見、米連邦公開市

場委員会（ＦＯＭＣ、３０－３１日）政策金利発表、パウエルＦＲＢ議長記者会見があ

り、２日には米７月雇用統計の発表がある。

　　

　日銀会合では国債買い入れ減額は既定路線ながら、減額規模が市場の想定ほどに大き

くならないようなら円売りにつながりやすい。また、海外勢を中心に利上げをセットで

行うとの見方が広がっているが、利上げ見送りなら円売りに傾きやすくなろう。

　　

　７月３０－３１日の米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）では政策金利は据え置きが確

実視されている。ＣＭＥ　ＦＥＤウォッチでは９月の利下げ確率は８７％前後、１１月

の一段の利下げ確率は５９％前後となっている。米国の経済指標は強弱入り乱れている

ものの、極端に悪化しているものはあまりなく、年３回の利下げ見通しは行き過ぎてい

るとみられる。今回のＦＯＭＣでは声明やパウエル議長の記者会見が注目される。９月

利下げに向けたヒントが出てくるようならドルが売られやすい動きとなりそうだ。

　　

　ドル円は２００日移動平均線（１５１．６０近辺）近くまで下落しており、１０日の

１６１．８０台から１０円近い下げとなっている。日米の金融政策の結果次第ながら、

ドル円は高値圏からの調整がかなり進んできたこともあり、一段の大幅安は想定しにく

い。戻りの動きも限定的とみられ、直近の安値圏でのもみ合いで推移することとなろ

う。ドル円の目先の予想レンジは、１５０．００～１５７．５０円。

　　

　日米の経済指標やイベントとしては、３０日に日本６月雇用統計、日本６月有効求人

倍率、米５月住宅価格指数、米５月Ｓ＆Ｐケースシラー住宅価格指数、米７月消費者信

頼感指数、米月雇用動態調査（ＪＯＬＴＳ）求人件数、３１日に日本６月小売業販売

額、日本６月鉱工業生産指数、日銀金融政策決定会合（３０－３１日）金融政策発表、

植田日銀総裁記者会見、米７月ＡＤＰ雇用統計、米第２四半期雇用コスト指数、米７月

シカゴ購買部協会景気指数、米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ、３０－３１日）政策金



利発表、パウエルＦＲＢ議長記者会見、１日に米新規失業保険申請件数、米７月製造業

ＰＭＩ確報値、米７月ＩＳＭ製造業景況指数、米６月建設支出、２日に米７月雇用統

計、米６月製造業受注などがある。

　　

【ユーロドルは下げ一服でレンジ相場か】

　ユーロドルは１７日に１．０９４８近辺まで上昇して、その後は軟調な推移を見せて

きた。１７日までに直近の安値から３００ポイント近い上昇を見せたことで利益確定の

売りも出やすくなった。また、ドル円の下げに追随してユーロ円が急落しており、ユー

ロドルもこの動きにつられて軟調な動きとなった。

　　

　ただ、ユーロドルは２１日移動平均線付近では下げ渋りを見せている。これまで大き

く下げてきたユーロ円の下げが一服したこともユーロドルを下支えしそうだ。こうした

中、ユーロドルはレンジ相場で推移するとみられる。ユーロドルの目先の予想レンジ

は、１．０７５０～１．０９５０ドル。

　　

　ポンドドルは１７日に英消費者物価指数でインフレ鈍化の一服が示されて、１．３０

４０台まで上昇した。その後は軟調な動きを見せている。８月１日に英中銀（ＢＯＥ）

政策金利がある。政策金利は据え置きとみられるが、一部で今回利下げに動くとの見方

もある。

　　

　もし利下げに動いた場合はポンド売りに傾きそうだ。また、票割れが前回の７対２

（据え置き７と利下げ２）から利下げ派が増えた場合もポンドは売られやすくなろう。

こうした中、ポンドドルは軟調な推移になると見込まれる。ポンドドルの目先の予想レ

ンジは、１．２７００～１．２９５０ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、３０日に豪６月住宅建設許可件数、スイス

７月ＫＯＦ先行指数、独第２四半期ＧＤＰ速報値、ユーロ圏第２四半期ＧＤＰ速報値、

独７月消費者物価指数速報値、３１日に中国７月製造業ＰＭＩ、中国７月サービス業Ｐ

ＭＩ、豪６月小売売上高、豪６月消費者物価指数、豪第２四半期消費者物価指数、独７

月雇用統計、ユーロ圏７月消費者物価指数速報値、１日に豪６月貿易収支、中国７月財

新製造業ＰＭＩ、独７月製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏７月製造業ＰＭＩ確報値、英７

月製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏６月雇用統計、英中銀（ＢＯＥ）政策金利、２日に豪

第２四半期生産者物価指数、スイス７月消費者物価指数などがある。
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